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＜連絡事項＞

・11/12（金）14：00より、青森県立保健大学の学生が施設見学に来ます。北病棟の病棟案内は赤坂CWとしています。詳細は病棟メールを確認して下さい。

・インフルエンザの罹患が流行してきています。患者様の体調管理をこまめに行い、スタッフは媒体とならないよう自身の体調管理を行っていきましょう。

・看護スタッフは、11/10（水）までに、佐々木SGMへ検査データのテストを提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・鈴木　茂子様～右膝痛があり、腫脹も軽度見られている事から主治医の診察を行い、紹介状を作成して頂いています。11/8（月）、福井整形外科へ受診し服薬が処方となっています。次回は、疼痛時に受診するようにとの事でしたので膝痛の有無、歩行時の観察をして行きましょう。

１）カルサミールcup（0.25）0.25mg

11/8（月）夕～11/15（月）朝　1日2回　7回量

２）ロブ錠（60mg）　1回1錠

３）ケルナックカプセル（80mg）　1回1個

ロキソニンテープ　100mg　10cm×14cm　両膝へ1日1回

11/8（月）の入浴は止め

・清川　厚子様～左第１趾が陥入爪となっており、主治医より診察をして頂きエルタシン軟膏（化膿性疾患用剤）を塗布し様子観察の指示が出ています。また、皮膚科診察の指示が出ていますので、11/11（木）の皮膚科にて診察して頂きましょう。糖尿病もある方ですので、皮膚状態の観察をこまめに行いましょう。

・古川　富蔵様～11/8（月）、ご家族の面会があり衣類・財布・傘・長靴・嗜好品の差し入れがありました。また、本人より必要な物がまだあるとの事で後日、面会時にご家族が差し入れて下さる予定となっています。

妹様より、本人何か作る事が得意でそういった場があったらどんどん参加させて欲しいと要望が聞かれていましたので、作業スタッフへ情報提供を行い本人の興味が持てる事への参加を促して行きましょう。

＜週間連絡＞

11/8（月）　BMI値測定

11/9（火）　症例検討会議　13：00～

モップ取り

清川厚子様　面談14：00～（三浦Ns）

11/10（水）リネン交換　毛布・シーツ・枕カバー

11/11（木）皮膚科診察（清川厚子様　陥入爪部の診察）

11/12（金）歯科診察

モップ取り

食事サービス提供委員会　15：30～4Fユーティリティー（赤坂CW）

11/13（土）特記なし

11/14（日）特記なし

＜疾病教室進捗状況　検討　評価＞

・全スタッフ、受け持ち患者様の第１回目の実施は終了しています。引き続き、患者様の理解度に合わせて実施して行きましょう。

＜スタッフミーティング＞

Ｑ１：患者様と疎遠になっているご家族へのコミュニケーションの取り方はどうしたら良いでしょうか？電話をしてもなかなか繋がらない状況や「病院に任せている」「遠くて行けません」という返答が殆どです。

Ａ：

・手紙を出す

・連絡をこまめに行い、連絡する機会を増やす

↓

・第１にご家族の患者様に対する思いを引き出し、そこからスタッフがどのように援助をして行くか？どのように対応して欲しいかなどの意見を聞くなどし、徐々に信頼関係を築いて行く。その次にこちら側の要望を伝える（看護者側の要望は、この場合はまず第２でも良いのでは？）

・一方的に看護側からの要求のみを伝えた場合、「入院費は支払っているのに…」「差し入れはしている」などの「必要最低限の事をしているのに」といった感情を抱かせやすく、さらに拒否的・疎遠傾向となる事がある。

・入院前と現在の状況の違いを家族へ伝え、「このように回復して来ている」などの看護過程がご家族へも把握出来る環境を作る。

まとめ：焦らず、諦めずに家族の思いを理解しつつ、他職種と連携をしながら根気強く関わって行きましょう。

Ｑ２：救急で看ていた患者様に2～3ヶ月振りに会い、「あの時はありがとうございました」と言われました。当時は、排泄物を壁に塗るなど状態が悪く、現在の良くなった状況を嬉しいと思う半面、前向きに捉える事が出来ません。自分はどういう考えを持てば良いですか？

Ａ：

・悪かった時の印象が強く、なかなか払拭する事が出来ない事ではあるが時間を掛けて前向きに考えられるようにしてはどうか？

・患者様と一緒に悪かった時の状態を振り返り、これからどうして行きたいか？を検討、自分は患者様が今後、症状悪化をしないためにどうしたら良いのかを考え、今後の仕事への取り組み方を考えて行く事で徐々に前向きになれるのでは？

・当時の自分の対応で良かった所と悪かった所を振り返り、良かった所は今後も継続して行くようにし、悪かった所は改善を目指す。そして、患者様が今後、症状悪化をしない為に自分が行うべき事を患者様と一緒に検討して行く事で、前向きに考えを捉える事が出来るようになるのでは？

まとめ：どんな時も、誠意を持って患者様へ接して行きましょう。
































































